
FSだより 1月号

　　　　困難は一時的、放棄は永遠
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※あくまで予定です。予告なく変更する場合があります。

～今月の一言～

　どうも。なかなかの頻度でお会いしている気がしますね。和将です。前回FSだよりを担当したのが9月だったので4か月ぶりの執筆です。すっか
り寒くなりましたね…みなさん体調にはくれぐれもお気をつけください。
　さて、私事ではありますが、先日12月20日は私の研究室の学会申し込み締め切り日であり、ギリギリまで粘りながらなんとか申し込むことがで
きました。さらに17日には部活の大事な大会があったり、受験期を迎えてバイトのシフトも増えたり、FreeSpaceでは過去問演習が始まって採点
業務に追われたり…　自分で言うのも何ですがかなり無理なスケジュールを組んでいたと思います。
　もちろん忙しい自慢がしたいのではなく、いつかみなさんに話そうと思っていたことを取り上げるいいきっかけだと思ったからです。何の話か
というと、「無理」と「無茶」について。辞書的に言えば、
・「無理」は「実現するのが難しい」けど、不可能ではなく努力次第で実現可能なこと。
・「無茶」は「程度が甚だしく、度を越している」、現実的ではなく実現不可能なこと。
この2つの言葉の違いは可能か不可能かという点にあります。私も、決して無茶なスケジュールを組んでいたわけではありません。
　じゃあ無理と無茶の間のラインをどうやって引けばいいんだという話になりますが、それは人それぞれ自分の「キャパシティ」によって変わっ
てくると思います。「これ以上頑張ったら体を壊してしまう」というラインを超えないように頑張るのが本当の意味での「努力」というわけです
ね(あくまで私の持論ですが)。
　実際はこのラインを見つけるのが一番大変なわけでありまして…　私も過去に何度も頑張りすぎてしまったことがあるからこそ今の自分のキャパ
シティを把握できているだけなのです。両親には何度もフォローしてもらったと思います…　逆に言えば、被保護の状態にある学生の間こそ、多少
の無茶を押し通して「自分を知る」機会を作れるチャンスなわけです。大事な時に普段通りの頑張り方しかできない人間が成長できるはずもあり
ません。これは受験に限った話ではありませんよ。人間が成長するのはいつだって「全力で頑張ったとき」です。受験前の大事な時期ではありま
すが、敢えてみなさんには「頑張れるだけ頑張ってみてほしい」という言葉を贈ります。過去問演習、ぜんぜん出てきていませんよ。十分にこな
せる量を課しています。
　もちろん体調を崩してしまっては元も子もありません。体調管理に関しては、保護者の皆様のご協力をお願いいたします。受験前の生徒に向け
て「無理をしろ」と言うしかない、力不足を感じる講師ではございますが、何卒お力添えいただければと存じます。


